
｢何の感情も抱かない｣底辺校の⽣徒たちの異変
東海地⽅で30年働く先⽣が語ったこと（第1回）

教育困難校に通う⽣徒たちの今と昔の変化を鈴⽊先⽣に聞きました。※写真はイメージ（写真︓ Graphs
/ PIXTA）

学⼒が低く、授業についていくことができない「教育困難」を抱える⽣徒たちを考える本連載。今回お話を
伺った鈴⽊先⽣（仮名）は、東海地域で30年以上、私⽴⾼校の教員として働くベテラン教師です。鈴⽊先
⽣の⾼校は、偏差値40以下の私⽴⾼校で、昔も今も「教育困難な⽣徒」＝「勉強がなかなかできない⽣
徒」が多く通っています。

そんな先⽣の目から⾒ると、昔よりも現在のほうが、さまざまな意味で「深刻な」問題を抱える⽣徒が多く
なっているのだそうです。⾃⾝も15年前に「教育困難校」を卒業した濱井正吾⽒が、過去と現在の⼦ども
の変化について伺いました。

教育困難校に通う⽣徒の質が⼤きく変化

みなさんは、「教育困難校」という⾔葉を聞いたことがありますか。

さまざまな背景や問題を抱えている⼦どもが通っており、⽣徒の学⼒の低さや、授業態度な
どの問題⾏動が原因で、教育活動が成⽴しない学校のことを指します。

「底辺校」と揶揄されることもある、こうした環境は、非⾏や校内暴⼒などが蔓延している
イメージがつきまといます。

しかし、偏差値40以下の私⽴⾼校教員として30年以上のキャリアがある鈴⽊先⽣（仮名）に
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お話を伺ってみると、過去と現在では、通っている⽣徒の質が⼤きく変わっていることがわか
ります。

教育困難校に関わる教員や、卒業⽣に話を聞く本連載の初回は、鈴⽊先⽣の⾼校の1事例を紹
介したいと思います。

「今（鈴⽊先⽣の）⾼校に通っている⽣徒たちには、飢餓感がない」

開⼝⼀番、鈴⽊先⽣はそう⼝にしました。

「昔を振り返ると、私が勤める⾼校は地域の”底辺校”と揶揄されて、⽣徒や親⾃⾝も、将来を
悲観し、焦っていました。

『このままだったら、⾃分（⽣徒）はちゃらんぽらんな⼈⽣を送ることになるかもしれな
い。⾷いっぱぐれてしまうかもしれない。そうならないように、頑張らなければならない』
と。

つまり、何かしらの努⼒をする、気⼒がある⽣徒たちが多かったのです。そういう⽣徒たち
に対する指導は、まだやりやすかったのですが、最近ではまったく状況が異なります。

『⾃分は、このままでいい』と考えてしまっていて、何かをやろうとする意欲が低下してい
るのです」

「今と昔で、⽣徒の⼼持ちは⼤きく変わってしまった」と、鈴⽊先⽣は嘆きます。

「学校の雰囲気も含めて、全然（質が）違っていますね。昔は、ヤンキーや不良と⾔われる
ようなグレた⽣徒が多くて、こちらの⾔うことに対しても、『うるせえ︕』と⾔って反発して
きました。私⾃⾝も、よく⽣徒から⼿を出されたものです。

⼀⽅で、今は、とてもおとなしいのです。それも悪い意味で。こちらの⾔うことに対して反
応がなく、『このままでいい』と考えてしまっている⽣徒が多いのです。昔はみな、⾃分の⼈
⽣に危機感を持っていました」

昔の⽣徒を「⾎気盛んだった」と語る先⽣は、さらに若き⽇々の出来事を思い出しながら、
懐かしそうに語ってくれました。

昔は「ここに居続けたくない」意識があった

「わかりやすい例を⾔うと、かつて私が働く学校の⽣徒たちは、男⼦⽣徒も⼥⼦⽣徒もみん
な『こんな底辺⾼校のバカとは付き合いたくない』と⼝をそろえて⾔っていました。それを聞
いて私は『お前だってこの⾼校の⽣徒じゃないか、どの⼝が⾔ってるんだよ︕』と笑ったもの
です。

それは裏を返せば、⽣徒がみんな『こんなところには、居続けてはいけない』と考えていた
ということですよね。

やっぱり、『このままじゃいけない』という感覚があって、どこかに飢餓感があった。



だから私⾃⾝も『じゃあ、そのためにもしっかり勉強しようぜ︕』と声をかけることができ
ていたんです。⽣徒の中には、頑張って勉強して、ちゃんとした⼤学に合格した⼦もいまし
た。でも、今はそんなことはないですね」

過去と現在で⽣徒の質に劇的な変化がもたらされた背景や要因としては、何が考えられるの
でしょうか。

「⽣徒というより親の問題でしょうね。私の学校は、以前よりも圧倒的に非課税世帯が増え
ました。⽣活保護で暮らしている世帯の⽣徒も多いです」と鈴⽊先⽣は語ります。

「私の学校は私⽴ですが、そういう世帯は学校に払うお⾦はほぼ0円で、国が⽀援していま
す。そうなるともう、私⽴とは⾔っても、税⾦で動いてる組織だから、公⽴⾼校に近くなって
きてしまっているのが実情です」。親の苦しい状況を⾒て、頑張っても報われない、と感じる
⽣徒も多いようです。

学校を辞めることに何の感情もない

「今は学校を辞めることになっても、何の感情も抱かない⽣徒が多いんです。昔は、どんな
に成績が低い⼦でも、『次の試験が⾚点だったら、ヤバいんですよ︕ 俺、ここでもダメだっ
たら、もう⾏くとこ（学校）ないんですよ︕ どうすればいいですか先⽣︕』と⾔ってきて、
⽣徒なりに⾃分の⼈⽣を考えているんだと感じたものです。

危機感を持って⽕がついた⽣徒なら、いくらでも指導のやりようがあった。でも今は、こち
らが『このままだとヤバいぞ︕』と⾔っても、⽣徒からは『はあ、そうですか』という反応を
されます。まるで他⼈事。⾃分の⼈⽣のことではないかのような反応なんです」

現在の⽣徒について「⾃分の⼈⽣を⽣きているという感覚が薄い」と語る鈴⽊先⽣。

そうした⽣徒たちは、学校を辞めてしまうことにも、あまりためらいがないようです。さら
には、「当たり前のようにとんでもない⾔葉を使うようになった」と鈴⽊先⽣は語ります。

「（最近の⽣徒は）『死ぬからいい』って⾔うんですよ。『お前、このままでどうするん
だ︖』と⾔うと、『もしどうしようもなくなったら、死ねばいいんじゃないですか︖』なんて
⼤真⾯目に私たちに⾔ってくるんです。

それも複数⼈。簡単にそんなことを⾔うんじゃない、と思うんですがね。でも、死ぬことも
⽣きることも、彼ら・彼⼥たちにとってはそれくらい、実感の薄いことになってしまっている
のかな、と思います。本当にやり切れないですね」

⽣まれたときからゲームやインターネットが普及し、「親ガチャ」と呼ばれるような、⼈⽣
をゲームとして捉える⾔葉も流⾏し、「⼈⽣をリセットする」感覚がある世代だからこそ、⾃
⾝の⼈⽣を⽣きている実感が薄れているのかもしれない、と取材を通じて実感しました。

次回の連載では、引き続き鈴⽊先⽣に、⽣徒の変化に⼤きく関わる親側の変化について、深
く掘り下げて聞いていきます。



東洋経済ID関連サービス 法⼈向け関連サイト

東洋経済新報社について

運営会社 採⽤情報 公式アカウント⼀覧

東洋経済オンラインについて

サービス紹介 広告掲載 WEBサービスでの情報収集 プライバシーポリシー 知的財産 特定商取引法に基づく表⽰ 東洋経済

Copyright©Toyo Keizai Inc.All Rights Reserved.

The ORIENTAL ECONOMIST 業界地図デジタル

東洋経済education × ICT 東洋経済STORE

会社四季報オンライン 東洋経済デジタルコンテンツライブラリー

シキホー︕Mine 株式ウイークリー

法⼈向けデータサービス

東洋経済広告

東洋経済プロモーション


